
1. 旧沼田貯蓄銀行

建物の特徴 
外観が洋風ですが、内部は和室や床の
間があり、一部の壁は土蔵造りという和洋
折衷の造りになっています。また、当時の
職人の高度な技術も見どころです。  

　

銀行の歴史 
沼田貯蓄銀行は1898年に下之町で創業し、1903年に
材木町に移転しました。この洋風建築の建物は1908年
頃に建設、1934年に銀行としての役目を終えました。
2016年3月、現在の位置に移築復原されました。

パステルカラーの優しさが

目を引く外観 

天井のデザインが
レトロでかわいい！

１階事務室 

２階広間 

       大正ロマンと伝統息づく銀行

 
　  
　  

 
　 玄関扉の紋は 
沼田貯蓄銀行マーク 

欧米技法を和紙で
再現したもの。天井
に使われました。２
階店長室には当時
のものが残されてい
ます！写真の天井
紙は１階営業室で
発見されました。 

左官技術が見られる
鏝（コテ）という道具
を使い作られたレリー
フ。入り口玄関上部
のコテ絵の復原を
是非ご覧ください！
内部には元のコテ絵
の展示もされています。

 
　　

 コテ絵  金唐革紙 

　　          細部までこだわった造りは
　　　        見どころ満載！まだ見ぬ
　　　        発見が出来るかも...？
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＜開館時間＞　9:30～17:00　（最終入館16:30）

＜休館日＞　　水曜日・祝日の翌日・年末年始

＜観覧料＞　　無料



訪れて気づく和と洋のコラボレーション　国登録有形文化財に指定された 

｢牛の目｣窓
様式的特徴のひとつ。
大正13年(1924)に建てられ
た洋館です。

建物の歴史 
江戸時代、沼田家藩主を勤めた土岐家の邸宅。
元々渋谷にあった洋館部を1990年に沼田公園に  
移築後、2020年に現在地に移築されました。

建物の特徴 
土岐章子爵が東京渋谷へ転居する際に、住宅の主
要部分として建築。大正末期から昭和初期に  
かけてみられたドイツの郊外別荘風住宅です。

内部は和風＋洋風

思い出として、訪れた記念に
ぜひ押してみては!!!

額  
正面玄関には『竹林の七賢人』の額が！  
犬養毅・渋沢栄一など、当時の政界の有力
者を七賢人に見立てています。  

 

3.旧土岐家住宅洋館
群馬県産の杉を使った癒しの空間

生方たつゑ
1916年に沼田で古くから薬種商
を営む生方家に嫁ぎました。大
家族の世話に追われる中で短
歌を志し、戦後の女流歌人の第
一人者となりました。短歌を近代
誌の域へ高め評価されています。
1989年に沼田市名誉市民とな
りました。

生方記念文庫外観▶

◀展示室(2階)

この空間にいるだけで

とってもリラックス!!

木や古書の柔らかな
香りを感じながら、

落ち着いて作品を楽しめ
ます！

運命の作品に出会える
かも！

生方たつゑの歌集、
歌書、貴重な書物など
14000点以上の作品を
所蔵しています！！

浮世絵や着物、陶器など
の展示、演奏会や着付け
体験など面白く楽しい
企画展を行っています！！

企画展展示作品
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２．生方記念文庫

（1904-2000）

＜開館時間＞　9:30～17:00　（最終入館16:30）

＜休館日＞　　水曜日・祝日の翌日・年末年始

＜観覧料＞　　個人110円（20名以上の団体料金60円）

　　　　　　　　　 中学生以下無料

＜開館時間＞　9:30～17:00　（最終入館16:30）

＜休館日＞　　水曜日・祝日の翌日・年末年始

＜観覧料＞　　個人110円（20名以上の団体料金60円）・中学生以下無料



4.旧日本基督教団沼田教会紀念会堂
国登録有形文化財

○交通情報

公共交通　ＪＲ沼田駅から関越交通バス 6分
　　　　　「上之町」下車　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○開館時間　9:30～17:00（最終入館16:30）
自家用車　関越自動車道　
　　　　　沼田ＩＣから約 10分　　　　　　　　　○休館日　水曜日・祝日の翌日、年末年始

大正 3年       沼田市西倉内町甲663に完成！

キリスト教徒の活動の場に

昭和63年 老朽化により沼田公園の北側に移築

平成18年8月まで
「関口コオきり絵美術館」として利用されてきました。

平成28年 前所有者から市が寄贈を受ける

令和 2年　　　沼田公園から現在の地に移築

教会の歴史

現在
貸室利用にも対応していて、
合唱の発表など地域の憩いの場に

上下窓

大正期の洋風建築の特徴

外観の見どころは …
「白いタイル」「ドイツ壁」「腰石」
外壁だけでも上記 3 種類が使用されて
おり、ユニークな質感を楽しめます。

 
 
 

 

金唐革紙の壁紙

旧久米邸洋館の館内▼

5. 旧久米家住宅洋館
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令和六年四月開館

建物について
この建物は、明治末期から大正初期ごろに沼田
市名誉市民・久米民之助が代々木の邸宅内に
建て、応接室として使用していました。
保存のため、東京から沼田へ移築されました。

建築当初の姿に復原
解体調査や古写真に基づいて、建てられた当初
の姿に復原。柱、石材、窓、小屋組などは当初の
部材を再使用しています。

＜開館時間＞　9:30～17:00　（最終入館16:30）

＜休館日＞　　水曜日・祝日の翌日・年末年始

＜観覧料＞　　無料

 
 

 


